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研究ノート

教育実践にモニタリングを活用した
効果に関する一考察

AStudyontheEffectsofUsingMonitoringinEducationalPractice

岡田郁子 伊東美穂

IkukoOKADA,MihoITO
旭川大学保健福祉学部保健看護学科
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抄 録

【目的】近年教育においてモニタリングが重要視されており，初等・中等・高等教育全般の学校教育に

おける教育実践にモニタリングを活用した効果を分析，検証することとした。

【方法】「モニタリング」「教育」をキーワードにデータベースは医学中央雑誌Web版；Ver.5,CiNiiで検

索し，研究方法が明確であり，理論的背景を踏まえた原著論文をもとに分析した。

【結果】最終的な５件は，実験・準実験研究であった。授業の単元における目標をもとに教育実践にモ

ニタリングを活用した有効性を検討したものが４件，授業時に実施しているが単元以外の生活改善を目

的として有効性を検討したものが１件であった。

【考察】教育実践においてモニタリングを活用することで，方法・目的に応じ視点の明確化，発達段階

に応じ実施への工夫は必要だが，自分自身の認知的活動とメタ認知的知識と照らし合わせ知識と文脈が

結びつき活動をモニタリングすることが意識化され，適切にチェック・評価・分析され，自分自身の状

況を改めて認識し行動が改善していた。

Ⅰ．は じ め に

近年教育においてモニタリングが重要視されてきて

いる。メタ認知に着目した教育研究が行われ，それら

の多くはモニタリングや振り返りに重点を置いてお

り，学習過程におけるモニタリングという機能は大き

な役割を担っている。相手のレディネスの把握はもと

より支援するなかで相手の状況を常に確認し，成長，

発達など変化により関わり方を検討していく必要があ

る。教育は単に知識・技術の習得のみではなく，思考

力・判断力・表現力や探求心を育て，学びに向かう力

や人間性などの育成が求められ多面的に捉え支援して

いく必要がある。モニタリングにより，どのような知

識をもち，思考力や行動など細かな状況を把握し個別

性のある支援が可能となる。知識をどれだけ理解した

かではなく，どこまでスキルが高くなったかを評価す

る教育への変換が求められ，今後の教育において筆記

試験などによる客観的に数値で評価できることに限ら

ず，学生の能力的視点を含めた把握が求められてい

る。

モニタリングとは，一般的に観測・調査・分析する

ことであり１），自然環境や市場の状況などを継続的に

観測・監視することでもある２）。心理学では，メタ認知

のうち，目標志向的な認知的行為における認知活動の

制御の側面をさす下位概念の一つとされ，自己の現在

の認知状態や計画あるいは実行中の方略についての情

報を収集し，随時設定された基準に照らしてチェッ

ク・評価する過程と，新たにプランニングし，現在の

活動を修正していく制御過程からなる。こうした過程

を含む知的に洗練された認知活動を研究するために，
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多義的な解釈が可能な文章あるいは誤りや矛盾を挿入

した文章を使用し，読解に際しての注視箇所や注視・

反応時間，振り返り頻度，発話プロトコルなどを分析

し，モニタリングを促すと考えられる記憶方略を教示

し，記名活動の変化を調べるなどの方法が試みられて

きた。その結果，モニタリングの発現は，課題に関す

る領域知識の構造化により促されるが，その頻度や内

容は認知的行為それ自体の目標や状況に大きく依存す

る３）。単なる評価ではなく，設定された明確な基準で

評価し，その時の活動を修正する過程を含み，注視す

べき項目に応じ細かく分析し，その領域の目標に応じ

頻度や内容を検討する必要がある。看護では，環境・

集団の健康状態の変化を見つけるための定常的・持続

的な測定の実施ならびにその分析をいう。保健サービ

スや保健専門家の仕事を指す場合もある。臨床試験で

は，治験自体あるいはデータの監視という意味でも用

いる４）。教育では，教員による児童や学生などを対象

者とするもの，自分自身で行うセルフモニタリングな

どがあり，庄子ら５）は，モニタリングを「メタ認知に

おける振り返り」とし，今後の教育で重要視され，モ

ニタリングは殆どの場合モニタリングすることが目的

ではなく，その結果得られた情報に基づいて行動や思

考をより適切に修正していくことを目的に行われると

している。この修正をコントロールと呼び，コント

ロールができるようになるためにはまずモニタリング

ができることが前提であり，自分自身についてモニ

ターし，コントロールすることを「自己統制」と呼ぶ。

また，ワーキングメモリの弱さが対象児のモニタリン

グ能力にも影響し，モニタリングを適切に行えるよう

な手立てを指導することが必要であり，ワーキングメ

モリの負荷量への配慮が行動の制御やモニタリングも

遂行しやすくなるとしている。設問を細分化すること

で着目すべきポイントが絞られ，確認すべき事項が焦

点化されることで，ワーキングメモリに弱さがある対

象児にとっても負荷が大きくならずに取り組める。ま

た，課題の結果をモニタリグする際のガイドラインと

して順序や内容を明確化し，モニタリングの円滑化を

図ること，同じ順序で振り返りを行うことで見通しを

持つことができ，自身の言動を振り返る余裕をもつよ

うになり課題遂行時のモニタリングを意識づけること

につながっている。昨今，看護大学生においても状況

把握・想起・伝達するスキルの低下が懸念されてい

る。発達段階にもよるが学習時のモニタリングの基準

や着目点を細かく明記し，方法の明確化と経験を重ね

ることも必要と考える。主体的学習の１つのモデルで

ある「自己調整学習」では①課題の定義（課題の条件

や難易度の検討，学習者自身の選考知識の評価），②目

標と計画（目標を考え出し，それに近づくための計画

をたてる），③方策の学習（課題それ自体に取り組む），

④メタ認知の適用（操作の実行置換，状況の調整，認

知的条件や方略の再構築）へと自己モニタリング，情

報の操作や制御を展開しながら４つの段階の学習活動

を展開し，主体的な学習は学習方法を自ら選択するの

みならず，学習過程の進度を自ら調整し，自らモニタ

リングすることで達成されていくとされる６）。田中は

対人関係におけるセルフモニタリングを「社会的な状

況や対人関係の中で観察をして，状況を察知する。そ

れを踏まえて状況に対する適切な行動の選択とコント

ロールを行うこと」と定義し，その結果状況を見極め

た行動や自己の内面的変化がもたらされたとしている７）。

教育におけるモニタリングの研究では，児童の主体

的な学習における共同調整・共同決定のプロセスとし

て，児童が互いの進度や理解度をモニタリングし評価

する相互モニタリングを行うことで共同調整，共同決

定を可能とし難易度の高い学習方法の選択，主体的な

学習の展開が検証されている６）。グループ学習中にお

ける教師のモニタリングとサポートの特徴について，

小学校５年生１学級における社会科の調べ学習の授業

観察および教師への再生刺激インタビュー，教師に

ウェアラブルカメラを装着し教師の視野から授業映像

の収集を行い分析し，単元の前半では児童の学習への

参加状況や学習者像を掴むために俯瞰的にいくつもの

グループをモニタリングし軌道に乗せるサポートを重

視し（俯瞰的モニタリング），学習者像が見えてきた後

半では俯瞰とともに１つの特定のグループのみに焦点

をあてモニタリングしサポートしていた（焦点的モニ

タリング）８）。上之園は９），中学生を対象にもの作りに

おいても批判的思考における「作業状況判断」として

モニタリングが必要であり探求心が重要な役割を果た

すとしている。また，高橋ら１０）は大学入学時の動機を

モニタリングし除籍と留年生には不本意入学者が多く

モニタリングの有効性を示唆している。教育における

モニタリングの研究では，対象者は児童・生徒・学生

であり，録画を用い行動分析した実験研究，チェック

リストなど記録物を活用したもの，参加観察など多岐

にわたっていた。教育を受けるなかで主体的に学習し

ていくためには学習方法を身に付け，理解し興味を

もって知識を増やしそれらを活かしものごとを探求し

ていけるよう支援していく必要がある。充実した学び

のために，目的に応じ視点を明確にしたモニタリング
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により行動修正できるよう支援が必要である。

日々看護大学生を支援するなかで，授業において学

生の状況を捉えることとともに臨地実習における学生

の成長，発達を明確に捉え個別性に応じた細かな支

援，また，学生自身が状況や自分自身を明確に捉え分

析し行動修正するスキル向上の難しさを実感してい

る。モニタリングをとおして観測・調査・分析し，設

定された基準をもとにチェック・評価することで，新

たにプランニングし活動を修正していくスキルを育成

し，学生自身による学習方法の見直し，教育者として

自分自身の教育方法を見直すことで更に看護に興味を

もち自己研鑽していくような支援が可能となると考え

る。そこで，初等・中等・高等教育全般の学校教育に

おいて教育実践にモニタリングを活用した効果を分

析，検証することとした。それにより，本学における

看護大学生の臨地実習をはじめとする支援にモニタリ

ングを活用する指標となると考える。

Ⅱ．研 究 方 法

１．対象論文の抽出

「モニタリング」「教育」をキーワードにデータベー

スは医学中央雑誌web版；Ver.5,CiNiiを用いて，２０１５

年～２０２０年３月までの過去５年間における原著論文

に限定し検索した。検索された文献は５６６件で，次に

教育に関連のないもの，対象者が健常者および定型発

達者以外のものは除外した８５件となり，更に学校教

育において教育実践にモニタリングを活用した効果分

析し，タイトルまたは抄録にキーワードが含まれ，研

究方法が明確であり，理論的背景を踏まえた原著論文

とし最終的に５件を分析対象とした。

２．分析方法

デザインされた介入内容とその効果を集約し，実践

の要素を明らかにするため論文の概要を示す（表１）。

項目は，著者（発表年），目的，対象者・人数，研究

方法，結果とした。研究者らで論文を精読し，項目に

該当する内容を記述し，研究方法や介入の主な効果を

表１ 論文の概要
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評価，分析し今後の課題について検討した。分析過程

では研究者間で分析を繰り返し，分析結果の妥当性の

確保に努めた。既に公開されている文献が対象のため

倫理的問題は特に存在しないが，分析では記述内容の

意図を変えないよう努め，結果の管理と著作権の扱い

に留意した。

Ⅲ．結果と考察

最終的な５件は，実験・準実験研究であった。授業

の単元における目標をもとに教育実践にモニタリング

を活用した有効性を検討したものが４件，授業時に実

施しているが単元以外の生活改善を目的として有効性

を検討したものが１件であった。

１．授業の単元における目標をもとに有効性を検討し

た研究

宮本ら１１）は先行研究をもとに，メタ認知を「認知に

ついての認知」と定義し，メタ認知の静的側面である

「メタ認知的知識」と動的側面である「メタ認知的活

動」の２つを分類・区別し，メタ認知的活動は「メタ

認知的モニタリング」および「メタ認知的コントロー

ル」の２つに分けられ，メタ認知的モニタリングは

『認知活動の進捗状況や現在の状態を点検・評価する

こと』とし，メタ認知的コントロールは『進行中の認

知活動を調整すること』としている。それらの能力が

育成され，対象である高校生が自分の活動をモニタリ

ングするよう意識させることで，そこで得た情報をも

とに活動を修正し，コントロールへとつなげることが

できる。メタ認知を働かせる際に，自分の活動をモニ

タリングしている生徒ほど，その活動を効果的にコン

トロールする傾向があるとし，そのメタ認知を高める

手段として協同的な活動が有効としている。子どもど

うしで互いの考えを表出させることにより，自らの学

習についてのモニタリングを促し，クラスの熟達した

他者をリソースとして活用し自らの学習を充実させる

ことが期待できるためである。そこで，「チェック

シールを用いて生徒のモニタリングを活性化するとと

もに（step１），他者との話し合い活動の中で自分の行っ

た活動の振り返りを行わせ，次時での活動の改善につ

なげる（step２）」という一連の指導法を考案し実践し

た。生徒は実験中に実験操作そのものに集中するため

モニタリングを意識させるのは難しいと考え，モニタ

リングを意識させるためのツールとしてチェックシー

ルを用いた指導法を考案し，「実験中に操作について

など，何か疑問に思ったり，改善の余地があると考え

たとき各自の実験ワークシートの該当箇所にチェック

シールを貼る」と教示し，自分の実験中の活動につい

て何らかのモニタリングを行った場合シールを貼ると

いうものである。教師から指示された箇所ではなく活

動遂行中のあらゆる場面において自発的なモニタリン

グが行われ意識化されていた。また，モニタリングは

必ずしも課題遂行中にリアルタイムに行われるとは限

らず，事後に振り返ってモニタリングすることで内省

させた。再生刺激法を参考にしたもので，再生刺激法

は子どもの認知・情意過程を把握するために授業場面

をあらかじめＶＴＲで収録し，授業終了後に録画され

た授業の一部を子どもに視聴させ，そのときに考えた

り思ったことを質問紙へ回答を通じて報告させるもの

であり，ＶＴＲの代わりにチェックシールを用いてい

た。その結果，授業後「実験方法の理解」「実験方法

の点検」「行動の修正」が対照群より介入群が有意に

高い得点であり，シールを貼る行動を通してこれから

行う実験操作の意味を理解し，物品の点検，自分の活

動をモニタリングしていた。実験を行うときは手順や

疑問や改善点を考えたほうがよいなどといったメタ認

知的知識が獲得され，自分の実験活動の改善を考える

ことができていた。またモニタリングしたことをもと

に即時的にコントロールを行い，自分の行動を修正し

ていた。チェックシールの使用を続けるうちメタ認知

を働かせることが自動化され，自律してメタ認知を働

かせていた。

藤井ら１２）はメタ認知を自分自身の認知的活動とメタ

認知的知識と照らし合わせモニタリング・コントロー

ルすることとし，話し合いに参加している学習者が自

ら発話を自覚することは児童・生徒にとって難しいこ

とであり観察者を置くことでメタ認知的知識を具体的

な発話の中から見いだすことができるようになり，話

し合いを外の目からメタ認知することによって知識が

文脈と結びついたうえで見いだすことができるとして

いる。自分の視点のみでは思考する範囲が限定されて

いるとモニタリングが十分に行われない。それに対し

シールを活用しモニタリングが意識化され行動が強化

されたと思われる。看護大学生であっても何かに集中

していると他を意識できない学生がいる。成人に移行

する時期であり，成人学習理論のアンドラゴジーとし

て自己主導的な学習を行っていく段階である。シール

などの物理的な刺激ではなく段階を追って自分で意識

することで主体的に行動し学んでいくことができるよ

う，客観的な視点を育成するため対話を通して知識を
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文脈と結び付け視点を広げられるよう明確な言葉で伝

えるなどきっかけも必要である。新型コロナ感染症の

影響で学内代替え実習となり，学生が経験している場

面を患者役を通して実際に見る機会があった。患者と

話している内容と報告の内容が違う，相手の意図を察

知しきれていない現実もまれにあった。臨地実習など

で起こった場面を想起し細部まで表現し伝える能力の

育成も必要である。まずは自分の認知の傾向を正確に

捉えられるよう，振り返り，リフレクションのみでは

なくセルフモニタリングにより学生自身を客観的に捉

えられる支援が必要である。

矢野１３）はセルフモニタリングとは目標の生起を自分

自身で注目しそれを記録することで，目標行動を変化

させる機能とし，言語学習や社会的スキルの訓練で効

果があるとされ訓練にセルフモニタリングを追加する

ことで，訓練前は他者評価より自己評価が高かったが

訓練後両者の差が少なくなり自己評価スキルが身に付

けられ，プレゼンテーションスキル向上に役立つこと

を示唆している。更にモデリングを追加することで，

訓練後両者の評価に差がなくなっていたことから，学

習者は初期からのモデリングにより具体的な評価基準

が明確となり訓練前の自己評価が他者評価より低く，

ルーブリックに書かれている文字情報の評価基準だけ

ではなく他者評価が高かった学生の実際の訓練内容を

手本としてモデリングすることでどの程度のレベルが

あれば評価が高くなるか理解する効果が得られたとし

ている。野中ら１４）は，セルフモニタリングとは，自分

の行動がどのような頻度で，またどのような状況で生

じているのかを観察，記録，評価することによって自

分の振る舞いに対する気づきを深める方法であり，そ

の機能として自分自身のターゲット行動を観察し評価

することによって，自己強化あるいは自己罰としてそ

の行動を増加あるいは減少させる。またターゲット行

動を遂行した後で環境がどのように変化したかという

ことを思い出させる手がかりの機能を有することに

よって，その行動の頻度を変容させることができると

し，児童・生徒個々人が自らの認知的特徴の理解を促

し，その特徴に応じて介入内容の定着を促進すること

ができるとしている。セルフモニタリングの実施に

よって，コーピングレパートリーが増加し，長期的に

はストレス反応の低減につながることが示唆され，セ

ルフモニタリングの手続きが自分自身がどのような

コーピングレパートリーをどの程度有しているか児

童・生徒自身にメタ的にとらえることを学ばせ，俯瞰

的に理解させることを意図して用いられておりコーピ

ングレパートリーの偏りなどタイプに応じコーピング

の拡充を促すことができたとしている。ターゲット行

動を明確に捉え，記録することでも自分の状況を細か

く認識し，一つひとつの行動や思考が意識化され，修

正されていったと考える。

太幡１５）は，チームワークを向上させるトレーニング

は「聴く」「説得する」「リーダーシップ」の３つのス

キルに関連するもので，実施された介入群において多

くの尺度で約９か月後の得点上昇が大きく，トレーニ

ングの有効性が時間経過後に確認されたと述べてい

る。またモニタリング能力の全ての下位尺度である

「状況把握」「調整思考」「意見比較」で事後の得点が

大きく上昇していた。「調整思考」はチーム内で課題遂

行への葛藤が生じた時に発揮される能力であり，ト

レーニングで学んだことを意識させ実践させる機会が

あったことが時間経過後に向上していた可能性がある

とされる。チームワーク能力を測定する尺度でモニタ

リング能力とは「チームの置かれている状況を把握し，

他のメンバーの様子を観察し，それに対する自分の行

動を確認し，状況に応じて調整していく能力とされ」１６），

チーム内においてモニタリングの基本的機能である状

況を捉え，調整する能力が向上していたともいえる。

２．授業の単元以外の生活改善を目的として有効性を

検討した研究

広瀬１７）は，保育士を目指す大学生の介入群に週１回

の授業時，過去７日間の朝食の摂取状況，授業当日の

朝食内容，１週間の振り返りと次週の目標を調査用紙

に記入しセルフモニタリングを６回実施し，対照群に

は５週毎に朝食摂取状況の調査を実施し，介入群にお

いて平均朝食欠食率は２７.４％から１６.８％に改善した

が，朝食摂取内容に変化はなかった。記述による認識

もモニタリングには重要であり，明記されることで一

部ではあるが自分自身の状況を改めて認識し生活行動

の改善に結びついていたと考える。

Ⅳ．今後の課題と方向性

教育実践においてモニタリングを活用することで，

方法・目的に応じ視点の明確化，発達段階に応じ実施

への工夫は必要だが，自分自身の認知的活動とメタ認

知的知識とを照らし合わせ知識と文脈が結びつき活動

をモニタリングすることが意識化され，適切にチェッ

ク・評価・分析され，自分自身の状況を改めて認識し

行動が改善していた。
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高セルフモニターであることは必ずしも対人関係で

の適応力が万全であるという事ではなく，外的な情報

に振り回されない低セルフモニターのほうが着実な実

績をあげることもあり得，実践力の自己評価と他者評

価に違いがある１８），そのためモニタリングの設問を細

分化し明確な基準を提示し，その結果得られた情報に

基づいて行動や思考が修正されるよう適切な支援，ガ

イドラインの明確化が必要である。

実際の教育実践でモニタリングを活用した効果や方

法を明らかにした研究は少なく，今後は視点を広げ，

原著に限らず，またデータベースを用いた検索に限ら

ず関連文献を網羅できるよう文献を探し一次的研究を

もとにシステマティックレビューを行うとともに，

日々研究は蓄積されていくため，引き続き定期的な

アップデートが必要である。

お わ り に

本論文は日本教育心理学会第６２回総会で発表した

ものに加筆修正したものである。
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